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要　旨
O.F.ボルノーの「新しい庇護性」概念には、今日の日本の教育界が解決・改善するべき「安心
で安全な学級（居場所）づくり」の問題が深く関わっている。この教育実践的課題は、これまで
あまりその学問的・理論的根拠が教育界においても論究され検討されることなく、その対処法だ
けが先行して議論され、紹介されている傾向が強い。そこでボルノー教育学の観点から、現代教
育における安心、安全、居場所、庇護性、温かい雰囲気等の重要性の教育哲学的根拠を探ること
が本論文の目指すところとなる。
キーワード：ボルノー　庇護性　安心・安全な学級　安心・安全な居場所　不登校児童生徒
問題の所在：学級担任がおこなう教育相談の哲学的根拠
元来、「教育相談」とは、けっして特別な専門職の担当者だけが行うものではなく、それぞれ
の学校現場の教職員が、自ら関わる児童生徒一人ひとりに対して、あらゆる教育の場で行うもの
である。その中でも特に、学級担任が行う教育相談の目的は「安心で安全な学級（居場所づくり）」
「温かい空気（雰囲気）で満たされている学級（絆づくり）」を基盤にして、一人ひとりに寄り添
うことで児童生徒の心の成長や発達につながるように支援することである。これは極めて重要な
今日的な教育課題にもかかわらず、その分野の学問的根拠が希薄であることは周知の事実である。
こうした切実な教育学的課題に一石を投じる意味でも、本稿では主として、ボルノーの哲学的
主著の一つ『実存主義克服の問題―新しい庇護性』(1)および教育学的主著である『教育をささえ
るもの』(2)を中心に、論を展開することになる。とくに、ボルノーの「新しい庇護性」について
の理論的研究には、それと平行する教育実践上の喫緊の問題として、今日の日本の教育界が解
決・改善するべき「安心で安全な学級（居場所）づくり」の問題が深く関わっている。この実践
的課題は、これまであまりその学問的・理論的根拠が教育界においても論究され検討されること
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なく、その対処法だけが先行して議論され、紹介されている傾向が強いように筆者には思える。
そこでボルノー教育哲学思想の観点から、現代教育における安心、安全、居場所、庇護性、
温かい雰囲気等の重要性の教育哲学的根拠を探ることが本論文の目指すところである。
第１節　支持的存在への通路としての庇護性：ある不登校児を例に
●外界が人間にとって近づきうるように感じたとき、人間は自ら幸福な精神状態にある
ボルノーが主張する「庇護性」の特徴は、人間の実存的動揺を超越して、自己自身のうちに、
新しい確固としたよりどころを築くための人間の内面的状態を指し示す。(3)
ボルノーにとって庇護性とは、人間を超えた外にあって人間を支え保護している存在のこと
である。そこでは人間にとって、以下のような形而上学的な問題が示唆される。ボルノーの言
説を引用してみよう。
「不安と絶望にかられて、いっさいの支持的な＜生の関連＞から引き離された、そし
てどたん場の孤独に投げ返された人間が、どのような仕方で、再びかれを取りまく世
界にたいする新たな信頼に達することができるか、が問題になる。」(4)
こうした存在論的連関の中でのみ、私たちは人間の「新しい庇護性」について有意義に論じ
ることが可能となる。さて、ボルノーは実存哲学の負の側面として、重苦しい圧迫的な気分を
指摘したうえで、そうした「気分」は人間を世界から締め出し、自己自身のうちに閉じ込めて
しまう。そしてその結果、人間を孤独へ陥れると考えている。その逆に、人間が外界に対して
開かれており、この外界が人間にとって近づきうるように感じたとき、人間は自ら幸福な精神
状態にあるという。(5)
●不登校だった児童が、学校に来ることができるようになった
こうしたボルノー教育哲学の指摘については、これまで観念的・抽象的にしか筆者は考えて
こなかったけれども、「私たち人間」を、様々な事情で学校に、あるいは自分の学級に足を運
ぶことのできない多くの「不登校児童生徒たち」と置き換えることができるのではないかと考
えるようになった。「不安と絶望にかられて、いっさいの支持的な＜生の関連＞から引き離さ
れた」人間とは、紛れもなく、不登校の児童生徒たちそのものであり、保健室登校を余儀なく
される子どもたちと読み替えることができるのではないのか。
その逆に、人間が外界に対して開かれており、この外界が人間にとって近づきうるように感
じたとき、人間は自ら幸福な精神状態にあるとボルノーは考える。「こころ」の壁を感じて、
所属する学級の戸口の前までは来ることができるのに、そこから先は足が竦み、クラスの中に
入ることができなかった子どもが、実際のビデオ映像で取り上げられているのを筆者はある機
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会に見ることができた。その後、様々な先生方や友達の援助や協力を経て、ついに自分の所属
するクラスに入ることができるようになった同じ不登校児童の姿のビデオ画像を目の当たりに
したとき、その子どもの内面に、明らかな変化が生じていたことを、筆者は明確に感じ得た。
すなわち、その子どもが「外界」という所属学級に対して開かれるようになり、この外界〔所
属する学級〕が、その不登校児童にとって「親しみのある近づきうる空間」に変貌しており、
そのように感じ始めることができたからこそ、その児童は自ら「幸福な精神状態」になりえて、
そのときに初めて、自分のクラスに足を踏み入れることができたのである。(6)
後述するが、この状況を、卓越した批評家若松英輔は次のように表現している。彼にあって、
優位性は「内なる世界」にあり、その内なる精神世界が実は、「外なる世界」である現象界を
包み込んでいるのだ、と指摘してみせる。つまり、不登校児童にとって、彼・彼女の「内なる
世界・魂」が、学級の同級生や教師との信頼という内なる精神状態で満たされたときに初めて、
「外なる世界」である現象界である、自分の所属するクラスに足を踏み入れることができたの
である。筆者には、優位性は「内なる世界」にあり、その内なる精神世界が実は、「外なる世界」
である現象界を包み込んでいる、という若松の指摘が、極めて具体的に理解しえたのである。
● 人間を世界から締め出し自己自身のうちに閉じ込めてしまう側面と、人間を支え保護してい
る側面
ここで、再びボルノー哲学に戻ろう。ボルノーは、こうした二つの側面―人間を世界から締
め出し自己自身のうちに閉じ込めてしまう側面と、人間を支え保護している側面―について、
次のように鋭く対極的に記している。
「人間は、一つの可能性では、自己自身のなかに閉じこもり、外界とのいっさいの接
触を絶つ。これに反して、他の面は、人間を解放し、人間になんらかの真の人間外の
現実との接触をはじめて可能にする。それゆえ、人間の外にある支持的な実在性の問
題は、幸福な気分状態の基底と、なんらかの仕方で連関しており、この状態の分析は、
したがって、もっとも高い存在論的意義をもっている。」(7)
●人間の外部にある支持的な実在性についての存在論的な考察
ボルノーはここで詩人のリルケを登場させる。なぜならリルケは、他のだれよりも実存主義
的不安と絶望とを切り抜けてきて、それを真実な詩のかたちに結晶させた人だからである。リ
ルケはその長い人生航路の果てに次のように謳った。
「神を見出すためには、人は幸福でなければならない。なぜなら、自分の困窮から神
を勝手に創り出すような人は、気忙しく先を急ぐからである。…」（リルケ「フラン
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ス語による詩集」）(8)
ボルノーはこうしたリルケのことばを引用することで、人間の外部にある支持的な実在性に
ついての存在論的な考察を深めようとしているのである。「神を見出すためには、人は幸福で
なければならない」とは、自分の困窮から発する絶望的な試みは見込みのないものであるとい
う認識である。ここで私たちに深く理解できることは、〈幸福であること〉とは、人間自身の
努力によって獲得できるものではなく、「恩寵」のようなかたちで人間に授かるものであると
いう実在の秘儀である。別言すれば、存在へ到達するためには人は幸福でなければならないと
リルケは考えた。これはハイデッガーがヘルダーリンの詩との関連で、＜晴れやかなもの＞と
類似的な意味を含むものである、とボルノーは鋭く指摘している。(9)
●若松英輔のリルケ解釈：「魂は内なるものであるが、肉体を包んでもいる」
こうしたボルノーのリルケ論に呼応するように、キリスト教（カトリック信仰）の立場で、
深く霊性や精神性について、哲学的、文学的、詩的、宗教的に幅広い観点から、一貫して実存
的に語り続けている稀有かつ秀逸な批評家、若松英輔も、リルケに詩を送りつけた若い青年に
語ったリルケの有名なことばを引用しつつ、次のように指摘している。
「あなたは外へ眼を向けていらっしゃる、だが何より今、あなたのなさってはいけな
いことがそれなのです。誰もあなたに助言したり手助けしたりすることはできませ
ん。誰も。ただ一つの手段があるきりです。自らの内へおはいりなさい。あなたが書
かずにいられない根拠を深くさぐって下さい。（中略）もしあなたが書くことを止め
られたら、死ななければならないかどうか、自分自身に告白して下さい」（『若き詩人
への手紙』　高安国世訳）(10)
多くの他のリルケ研究者もこの点に言及する中で、若松は次のようなユニークな解釈を展開
している。若松にしたがえば、外に眼をむけるとき人は行動する。しかし詩を書こうと思うな
ら、内へ入れとリルケは言う。ここでの「内」とは現代人が考える内面ではなく、さりとて深
層心理学のいう無意識でもない。むしろ内とは、現象と実在、肉体と魂の関係に近いという。
様々な現象の奥に実在と呼ぶべき存在を感じる。魂は内なるものであるが、肉体を包んでもい
る。それゆえに私たちは、肉体的な衝撃以外でも、暴力的な言動に触れるとき、身を傷つけら
れるのである。若松はさらに言う。(11)
「この構造は、私たちが暮らす世界空間にも当てはまる。世界の奥に『内なる世界』
があるのではなく、『内なる世界』がこの現象界を包む。」(12)
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若松英輔にあって、優位性は「内なる世界」にあり、その内なる精神世界が実は、「外なる
世界」である現象界を包み込んでいるのだ、と指摘してみせる。筆者は、さきに不登校児の例
で、どうしても自分の所属する教室に入れなかった子どもが、教師や友達のこころからの寄り
添いと精神的援助によって、ついには文字通り教室に「入れた」映像を見ることができた。こ
の瞬間、若松がいう「『内なる世界』がこの現象界を包む」ことの真の意味を具体的に把捉で
きた。
第２節　「晴れやかさ」という庇護性：「安全な場所づくり」を例として
●「静かな晴れやかさ」の徳性
ここで再びボルノーの言説に戻ろう。ハイデッガーやヘルダーリンとの関連で、ボルノーは、
〈晴れやかなもの〉についての教育者の基本的態度を以下のように鋭く指摘している。ちなみ
にこの『教育的雰囲気』の箇所は、重要な「庇護性」の例であるにもかかわらず、今回、筆者
のボルノー教育学研究で取り上げるのが初めての箇所である。「庇護性」における＜晴れやか
なもの＞という視点が筆者にとって欠落していたことと、リルケ等が主張する人間の外部にあ
る支持的な実在性についての存在論的な考察と、こうした倫理的徳性が呼応し得ないと思い込
んでいたことが主たる原因である。そのことが今回の研究で明確に理解できたことは筆者に
とっても意義深い発見である。
●円熟した教師は「静かな晴れやかさ」の徳性を身につけている
ボルノーによれば、若い教師は、快活さで子どもたちをひっぱってゆくとすれば、円熟した
教師は「静かな晴れやかさ」の徳性を身につけているという。熟練教師は、快活な活動的生に
対して距離を保ちながら、しかしさりとて冷ややかな隔たりをとることなく、相手と温かいつ
ながりを保持しつつ、静かな自信で子どもたちを愛し、肯定し、力づけるのである。しかもこ
の「静かな晴れやかさ」の徳性は、意図的に獲得できるものではなく、人間性育成という長い
修行を経て、人間的成熟とともに身についていく徳であり、ボルノーはこうした心境が、教育
的雰囲気の全体にみなぎることが、限りなく重要であると考えている。以下、詳細を見て行こ
う。(13)
●静かな形態の恒常的な「晴れやかさ」
ボルノーは、リルケを援用しつつ、雲一つない夜の広がりを「晴明」と表現した。この「晴
明」という言葉は、ペスタロッチやゲーテもまた、理性的な領域について、思考の明晰さを表
す言葉としても好んで使用されたという。ここでは、静かな形態の恒常的な「晴れやかさ」に
絞ってボルノーとともに考察を進めていこう。ボルノーは、ヘルマン・ヘッセの『ガラス玉演
戯』を援用しつつ、主人公の少年とその学友フェロモンテとの間に育まれた、美しくも意味深
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い夜の会話において、「遊びごとでも表面的でもない真剣で深い晴れやかさ」について以下の
ように論じている。(14)
「それは、人生のあらゆる恐怖や深淵を独力でくぐりぬけ、みごとにそれを克服し終
えた人こそが、獲得しうるものである。この晴れやかさは、こうしたあらゆる困難の
克服から、そして、それによって得られた内的な超俗性と安らぎの中から、生まれ出
てくるものである。（中略）それゆえヘッセは、この晴明について、それは『聖者と
騎士の徳であり、滅ぶことのない、年を重ねて死に近づくにつれていや増してくる徳
である』と述べている。」(15)
こうしてボルノーは、「晴れやかさの徳」がとりわけ熟練の教育者の徳性であることを指摘
する。若い教育者は快活の徳があてはまるが、晴れやかさは、ある人間の内部では浄化の媒質
であり、当人を超えてその光を外に及ぼすものである。ボルノーはさらにヘルマン・ヘッセの
『ガラス玉演戯』の次の文章を引用している。
「この人は、その晩年にあって、晴明の徳を身につけること、あたかも太陽の光のよ
うにそれが彼から放射されるかのごとくであった。それは好意として、生きる喜びと
して、上機嫌として、あるいはまた信頼と確信として、その輝きを真面目に受けて吸
収したすべての人々へ行きわたり、彼らの中でさらに輝きつづけたのである。」(16)（ヘ
ルマン・ヘッセ『ガラス玉演戯』より）
ここから理解しえることは、「晴れやかさの徳」は、熟練した者から醸し出されるなにもの
かであるということであり、どこまでも内的な超俗性と安らぎの中から、生まれ出てくる超越
性を志向するということである。
●「晴れやかさ」は、あらゆる教育的状況のなかで、教育的雰囲気全体にみなぎるようになる
ボルノーはこうした援用をしつつ、「晴れやかさ」の徳は、たんに生の喜びを子どもの内に
呼び覚ますだけでなく、それ以上にその人自身の信頼と確信を呼び覚ますことにあると指摘し
ている。こうして「晴れやかさ」は、放任教育を意味するのではなく、まして教育的責任を軽
視することでもない。むしろ「晴れやかさ」によって、家庭や教室や他のあらゆる教育的「場」
全体が、信頼と愛の教育的雰囲気でみなぎるようになる。(17)
●「晴れやかさ」は、安心で安全な学級（居場所づくり）に必須の雰囲気である
この「晴れやかさ」という教育的事実こそが重要であるとボルノーは確信している。こうし
D10935_71000792_17広岡義之.indd   252 2019/02/18   17:32:42
－253－
た形而上学的見解が、本稿の主題である「安心で安全な学級（居場所づくり）」「温かい空気（雰
囲気）で満たされている学級（絆づくり）」と密接に関連してくるのである。実際に、教室に
入りたくても入れない不登校気味の子どもたちは、教室の雰囲気に「脅威」を感じてしまい、
足が竦んでしまうのである。私たちは、そうした学校に来たくても来ることのできない子ども
たちの苦悩を真剣に我が事として受け止める必要があるのではないだろうか。
さきに筆者は、冒頭で、学級担任が行う教育相談の目的は「安心で安全な学級（居場所づく
り）」「温かい空気（雰囲気）で満たされている学級（絆づくり）」を基盤にして、一人ひとり
に寄り添うことで児童生徒の心の成長や発達につながるように支援することである、と述べ
た。しかしこうした内容の哲学的根拠はこれまでほとんど自明の前提として、学問的に問われ
てくることがなかった。筆者はこうした哲学的背景をボルノーの「庇護性」に読み取れると確
信している。
第３節　教育における庇護性：ペスタロッチとフレーベルに基づいて
● 教育しようと欲する当の人間こそが、第一に自分自身の心の安らぎに達していなければなら
ない
ボルノーはこうして「晴れやかさ」の秘訣としての教育者の特別な徳を次のようにまとめて
いる。
「教育しようと欲する当の人間こそが、まず第一に自分自身の心の安らぎに達してい
なければならないとするならば、ひとは教育にとってきわめて重要な晴明を、教育者
の特殊な職業的徳性として、意図的に獲得しようと努めることはできないのである。
むしろ晴明は、円熟した人間の全体から生まれるものであって、それは、ことさらに
求めずとも、また特に欲せずとも、円熟した人間であれば、他のあらゆる人間関係に
おけると同様に、教育においても、おのずから光を発しうるものなのである。」(18)
自分の所属する学級（教室）に「脅威」を感じる子どもが少なからず存在するということは、
そこで学び、教える子どもたちや教師が、まず学級内で存在するその在り方（雰囲気）を一度、
振り返る必要があるのではないだろうか。ボルノーはここで、「教育しようと欲する当の人間
こそが、第一に自分自身の心の安らぎに達していなければならない」ことを強調している。教
師は、自ら担任する学級を維持するために、大人の論理で学級や子どもを支配していないだろ
うか。子どもたちもまた自らの立場を優位に保持するために、弱い者を排除していないだろう
か。ボルノーが提案しているように、自らが心の安らぎを得ることができれば、こうした自我
中心の抑圧的関係とは無縁になれるし、そこでのみ庇護性も獲得できて、結果として、教室に
脅威を感じて、学校に来ることのできない子どもたちの心理的負荷はかなり減少するのではな
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いだろうか。
●人間的生を支える被包感〔庇護性〕を育てることの重要性
ボルノーの教育的主著『教育をささえるもの』の解説文の中で、訳者は「あらゆる幻滅を超
えて、人間的生を支える被包感〔庇護性〕を育てるためには、特定の他人に対する信頼が存在
全般に対する普遍的信頼へ徐々に変わってゆくように、配慮しなければならない」（19）と考
えて、さらに以下の興味深い言説を展開している。
「失われた被包感〔庇護性〕を新たに獲得するという問題には、すでに、重要なこと
が含まれている。というのは、それは、人間の生涯において、さまざまの段階を通じ
て一歩づつしか実現できず、完全なおとなになってはじめて終結する道程に関わる問
題だからである。」(20)
すなわち、ここで重要と筆者に思われるのは以下のボルノーの論点である。すなわち、庇護
性を獲得するためには、「人間の生涯において、さまざまの段階を通じて一歩づつしか実現で
きず、完全なおとなになってはじめて終結する」というボルノーの指摘である。これはすなわ
ち、庇護性を得るには熟練を必要とするという事実である。このボルノーの見解は、先に見て
きたように、熟練教師は、相手と温かいつながりを保持しつつ、静かな自信で子どもたちを愛
し、肯定し、力づけるだけでなく、しかもこの熟練教師の「静かな晴れやかさ」の徳性は、人
間性育成という長い修行を経て、人間的成熟とともに身についていく徳であるという点で、歩
むべきベクトルに共通項を有することが、筆者には新しい発見であった。
●ペスタロッチの教育的な愛と雰囲気の人間学的課題
またボルノーは彼の著『哲学的教育学入門』の中で、失われた被包感〔庇護性〕を新たに獲
得するという教育的問題について、人間の間の感情に基づいた教育の諸前提、つまり、教育の
精神的風土の問題を取り上げている。ボルノーによれば、教育は隔離されて、合理的な目的に
応じた空間の中でおこなわれるのではなく、様々な種類の感情的な関係によって特徴づけられ
る。しかしこれまでの教育学研究では「教育の精神的風土の問題」に、ほとんど注意が払われ
てこなかったという。ここに教育的な愛と雰囲気の喫緊の人間学的課題が潜んでいるのであ
る。ボルノーはペスタロッチの『ゲルトルートは如何にしてその子を教えるか』の手紙を紹介
して、乳児と母親の関係がいかに愛という雰囲気に支配されているかを示そうと試みた。また
ボルノーは同書で、レネ・シュピッツ（Spitz,R.,1887～）のホスピタリティの問題、すなわち、
母親との信頼関係の希薄な、施設で育つ子どもたちの問題点を、アルフレート・ニチュケ
（Nitschke, A.,1898-1960）の研究に即しつつ、次のように展開した。すなわち、子どもの健
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康な成長にとって、庇護されているという感情や信頼の雰囲気を感じられることが、子どもた
ちにとってどれほど重要なことかを示したのである。こうした条件が整うことがなければ、子
どもは成長が遅れ、肉体的にも精神的にも悪い影響を受けることになる。(21)
筆者は、この領域にはさらに「安心で安全な学級（居場所づくり）」「温かい空気（雰囲気）
で満たされている学級（絆づくり）」等の、現代の最重要教育的課題を解決するための端緒が
多く含まれていると考えている。
●フレーベルの『幼稚園』のなかで実現しようとした庇護性
これをまとめてボルノーはフレーベルとともに次のように述べている。
「大切なことは、成長する子供のために生まれた時から、そのような保護的な雰囲気
を作ってやり、子供が自力でより厳しい外界の風土に堪えることができるまで、安心
してそのなかで成長することができることである。フレーベルが彼の『幼稚園』のな
かで実現しようとした考えがこれであり、この『園』は垣根によって荒い外界から隔
離された領域であり、このなかで幼い子供たちが、教育者の注意深い保育のもとで、
成長することができるものであった。」(22)
このように、フレーベルの教育思想の本質はロマン主義的、理想主義的世界観にあることは
まちがいない。世界全体はフレーベルにとって調和のある意味深い、秩序だった関係であり、
そこで人間（子どもを含む）は安全に信頼をもちつつ、住むことができるのである。しかし現
代社会を生きる私たちは、こうした調和ある健全な秩序だった世界は崩壊していることを否応
なく受け入れさせられている。世界は不気味で危機に脅かされている状態が長く続くことが明
白になってきているために、フレーベル的な調和思想は子どもっぽい幻想であると批判される
のである。(23)
●庇護された「家」が子どもにとって必要不可欠な要素となる
ボルノーはこうした批判を受け止めつつ、それでもフレーベル思想の今日的意義を次のよう
に見出しているのである。すなわち、私たちは現代社会で調和のある健全で秩序だった世界に
生きていないにせよ、さらに現実の厳しい状況を知っているにせよ、子どもたちはさしあたり
調和的世界の中で「庇護」されて育てられなければならない。
私見であるが、このことは発達心理学的にもすでに実証済みのことである。例としてハーロー
の赤毛サルの実験、アタッチメント等を持ち出すまでもなく容易に理解できるだろう。
いずれにせよ、子どもたちに調和のある完結した世界があることを体験させることによって
のみ、子どもは健全に成長していくのである。そうした子どもは、仮に危険な状況に晒された
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としても、しっかりと耐えていけるのである。そのためには庇護された「家」が子どもにとっ
て必要不可欠な要素となる。フレーベルの幼児教育はこの点を強調しているとボルノーは考え
るのである。(24)
まとめ：ボルノーの「新しい庇護性・信頼」概念を中心に
私たちは、ボルノーの理解する「実存主義」を、近代の非合理主義の危機に陥った最終段階
として把捉するところから出発した。「人間はいつも、襲いかかる破壊にゆだねられて、自分
が希望のない破滅のなかにいることを知った」(25)とのボルノーの言説を俟つまでもなく、私
たちの世紀をまさに「不安の世紀」と呼ばざるを得なくなった。現代日本の学校教育や家庭教
育においても、まさに様々な教育問題―いじめ、不登校、虐待、低い自尊感情等―の根底にあ
るのは、「不安の世紀」を生きなければならない「寄る辺なき」子どもたちが直面する本質的
な教育的課題なのである。
こうした教育問題も含めて、全般的な人間存在の威嚇的で虚無的な状況を克服してゆくため
にボルノーは、人間の「生の可能性」を前提とした哲学を生涯追い求めた。人間が虚無的な孤
独の足枷を断ち切るために、ボルノーは「支持的な実在」（eine tragende Realität）、すなわち、
「何か確固としたもの、信頼できるものとして、人間の生に意味と内容を与える」(26)新しい「庇
護性」という感情へ至る道を提唱したのである。
そこからボルノーは、この新しい「庇護性」の根拠を「信頼」（Vertrauen）概念に求めて次
のことを確信した。すなわち、ここでの「信頼」とは、特定の存在に対する信頼ではなく、「そ
の背後に存する、個別的な信頼をはじめて可能にする世界と生一般とに対する信頼、（中略）
深い庇護性の感情から生それ自体のなかに浮かび上がってくるような、そうした信頼」(27)な
のである。
しかも、こうしたボルノーの提唱する「信頼」概念は、主観的で心理学的な意味で把捉され
るものでなく、「存在信頼」（Seinsvertrauen）と呼ばれるものに近く、「信仰の概念を特定の
宗教的信仰という意味に極端に狭める危険がなければ、存在信頼と似たような意味で、存在信
仰（Seinsglaübigkeit）［存在敬虔］と呼ぶこともできる」(28)と述べている。ボルノーによれば、
「存在信頼」は、あくまでも、すべての人間の生にとって、必然的な前提条件である以上、逆
に「存在信頼」の喪失は人間の危機的な絶望へと向かうことになるのである。
ボルノーは、普遍的な「希望」や「存在信頼」あるいは「存在信仰」という諸概念を実存主
義克服の重要な切り札と考えていたが、それらを論証するための方法論として、随所に文学的
な詩人の証言を取り込んでいったし、本稿でもこうしたボルノーの手法に即しつつ、意図的に
多くの文学者や詩人等の思想を紹介したのである。ボルノーの鋭い観察によれば、とりわけ最
近の叙情詩のなかで、「あらゆる恐怖の経験をへたあとに存在肯定の新しい感情、つまり、人
間固有のあるがままの現存在と人間が遭遇する世界にたいする喜ばしい感情に満ちた賛同が目
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立ちはじめたことは、とくに意義深いこと」(29)であると把捉しているからである。たとえば
ボルノーは、他者の追随を許さないほど、実存的絶望の深淵をくぐり抜けてきた晩年のリルケ
（Rainer Maria Rilke, 1875-1926）の『ドゥイノの悲歌』を援用しつつ次のように指摘した。
すなわち「そこには、おどろくほど新しいことば使いで、満ちあふれている幸福の感情、つま
り、包括的存在の全体のなかにある庇護性の感情が、表現されている」(30)と。
本稿においては、こうした一見遠回りをしているような哲学的考察法を使用することによっ
て、最終的に私たちは、現代教育のもっとも焦眉の課題である、子どもが安心して過ごせる場
所、教室、学校の再生を求める根拠を探ろうとしたのである。なぜなら大人存在のみならず子
ども存在もまた、深く精神的・形而上学的存在であり、その意味で、目に見えないところの魂
の治癒や信頼、庇護性という領域を考えることなしには、様々な教育的課題の根本的な解決の
端緒は見えてこないからである。
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